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１.動機 

最近読んだ本に植物から紙をつくるシーンがあ

り、本当にその手順で作れるのかと疑問に思っ

た。そのため、インターネットで紙の作り方を調

べたら、本の情報と違っていたので、どちらの方

法でも作れるのかどうか調べてみたいと思った。 

２.予想 

どちらの方法でも作れる。インターネットで調べ

た作り方の方が漂白する時間が長いので、その分、

真っ白な紙ができると思う。 

できた紙はいつも使っている紙よりも、少し破れ

にくいと思う。 

３.実験１ インターネットで調べた方法で作る。 

① 木の枝をナイフで細かくする。 

 

 

 

 

 

 

② 10日間漂白剤につける。 

 

 

 

 

 

 

 

③ ミキサーにかけて繊維をばらばらにする。 

④ 繊維、水、洗濯のりを混ぜ、写真枠と洗濯ネット

で作った“すけた”ですく。 

⑤ 板に張り付けて乾燥させる。 

４.結果 

②で 10日間漂白したところ、繊維が全部漂白

剤に溶けて失敗してしまった。（ざるで濾した時

に流れてしまった。） 

 原因…色々な方法を調べたことで情報がまざって

しまい、木の枝の中身を使うところを、間

違って白皮を使ってしまったため。 

 

５. 実験２ 本に載っていた方法で作る。 

①木の枝を蒸し、手で皮を剥く。その後、灰（アル

カリ水）で煮る。（今回は灰ではなく重曹を使っ

た。） 

 

 

 

 

 

 

②天日干しで数日間漂白する。（今回は漂白剤に一

晩漬けた。） 

③繊維が綿のようになるまで叩きまくる。（大変な

のでミキサーを使った。） 

④繊維、水、“トロロ” を混ぜて“すけた”です

く。（トロロとは、繊維同士をくっつけるための

ねばねばした液体のこと。今回は洗濯のりを使っ

た。） 

 

 

 

 

 

 



⑤木の板にはさみ、重石で圧搾して水を絞る。 

 

 

 

 

 

⑥干して乾燥させる。 

 

 

 

 

 

 

６.結果 

和紙ができた。ざらざらしていて、書くのには向

かなさそうだ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

７.分かったこと 

・木の皮は、枝ごと蒸せば手で剥くことができる。 

・一日漂白しただけでも、十分白い紙になった。 

・左右に引っ張ったら、意外とすぐに破れた。 

・鉛筆だと、何度もなぞらないと書いたものが見え

ない。 

 

 

 

 

 

 

 

８.まとめ 

今回の研究から、和紙をつくるのは時間がかかっ

て大変だなと思った。なぜなら、今回は重曹や漂白

剤、ミキサーなどを使って楽をしたけれど、本来は

もっと手間がかかるからだ。また、20本の枝から、

大きめのトランプ 10枚分くらいの量しかできなか

ったから驚いた。次は木の枝の白皮ではなく、植物

の葉や茎、野菜などから紙を作ってみたい。 

 さらに、ティッシュペーパーやトイレットペーパ

ーと同じ原料なのに全く違う紙になったので、どう

やって柔らかくしているのかも調べてみたい。 

最後に、インターネットで複数のサイトから調べ

る時は、情報が混ざってしまわないように気を付け

ることが大切だということも分かった。 
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